
 

一般社団法人地理情報システム学会第 29 回理事会 議事録 

開催日時： 平成 25年 7 月 28 日 13 時 00 分〜14 時 30 分 

開催場所： 東京大学工学部 14 号館 8階 802 教室 

出席者： 

 

欠席者： 

浅見、矢野、厳、太田、関根、寺木、柴崎、小口、大佛（監事） 

 

玉川、小荒井、吉川（監事）  

 

 

議事 

・開会 

 定刻 13 時 00 分に浅見泰司会長が議長を務め、開会を宣言した。次の通り過半数を

超える理事の出席があったので、本理事会が定足数を満たし有効に成立した。 

 理事総数 １０名 

 出席理事数 8 名 

 

・審議事項 

１、会員規約において。学生会員の扱いについて議論した。学生会員が卒業後、

修了後、連絡が取れないことが多い。対策案として、学生会員を１年有効のみと

し、次年度以降は自動的に正会員にする。ただし学生身分を証明する書類の提示

があれば延長を認める。寺木総務担当理事が、専門家に相談して、詳細を検討す

るにした。あわせて会員規約全般について、整合性を改善し、次回理事会で再検

討するとした。 

 

２、地学オリンピック日本委員会からの寄付のお願いについて。本学会として応

援したいが、財政状況が厳しい。状況をみて検討するとした。 

 

３、事務局から会員入退会報告があった。審議した結果、入会、退会申請を認め

た。 

 



４、２０１４年度学術大会開催地について、厳事務局長より会場選定の経緯を報

告した。審議の結果、２０１４年１１月 7 日（金）、８日（土）、中部大学神領キ

ャンパスで開催することに決定した。 

 

・報告 

１、職務執行 

財務について。小口財務担当理事から会費の支払いについて、口頭報告があっ

た。口座振替は５６０人程度。学生は休学中でも身分証明があれば、学生会員を

認めるとしている。 

 

GISCA について。太田理事から最近の活動報告があった。７月末現在、GISCA

登録者数 371 名。浅見会長から政府／自治体の発注業務の入札条件に、GISCA

を入れられないかとの情報があった。他には測量技術者認定制度の動きもある。

GISCA と重なりもあるが、違いもある。また測量技術協会でも地理情報標準資

格認定を導入した。担当委員会で情報を収集し、対応を検討するとした。 

 

学会賞について。関根担当理事より今年度学会賞応募状況の報告があった。これ

から選考手順書を作成する。応募数を拡大する方策として、「理論と応用」の原

著論文を自動的に対象とする提案があった。 

 

支部／分科会について。空間 IT 分科会から解散の届けがあった。 

 

２、入退会リスト。報告扱いから議題扱いに変更した。 

 

３、選挙管理委員長を古谷知之先生にお引き受けいただいた。 

 

４、消息不明会員について。関係者から情報提供を呼びかけた。 

 

その他 

 

韓国 GISA の参加について。参加者募集中。参加申し込み締め切りは７月３１

日。原稿提出締め切りは９月３０日。オラルとポスター両方可。矢野副会長はキ



ーノートスピーチを行う。 

 

事務局より国土地理院から「電子国土賞」の募集案内の報告があった。 

 

学術会議への対応について。厳事務局長より３０学会実務担当者連絡会出席の

報告があった。今年１２月２日に「東日本大震災の総合対応に関する学協会連絡

会主催シンポジウム」の開催企画があり、本学会にも参加、発表を要請された。

９月１７日に準備会はある。厳事務局長が対応することにした。 

リモートセンシング学会の宇宙空間利用促進連絡会への本会代表の推薦につい

て、柴崎理事を推薦することとした。 

G 空間 EXPO のシンポジウム共催誘い 

 

矢野副会長より研究公開促進費応募についての説明があった。英語投稿の割合

が重要。現状では厳しいとの議論があった。 

矢野副会長より G 空間 EXPO についてその後の対応の質問があった。柴崎理事

より説明があった。シンポジウムの枠はあるが、内容はまだ決まっていない。 

矢野副会長より IGU の準備状況の報告があった。６９ヶ国、１４００名登録が

あり、３６４スロット、１２００発表になる見込み。GISA は３つのセッション

を企画した。 

関連して、事務局より IGU での学会ブースの店番について協力要請があった。

IGU に出ている研究室の学生に協力してもらうことにした。 

事務局より、今大会は発表本数約１６０。ポスター３０、企画セッション９とな

った。7 月 19 日、今大会の会場を下見した。また、学会 HP を見直し中。HP と

ML は別々のサーバーにあり、一本化したい。そのために CMS（コンテンツマ

ネジメントシステム）のバージョンアップが必要。若干の費用が発生する。浅見

会長より、HP は重要であり、財務担当理事と相談して進めてよいとの指示があ

った。 

 

閉会 

予定されていた議事をすべて終了し、議長が 15 時 20 分に本理事会の閉会を宣

言した。 

 

 



出席理事及び監事 

 

理事    浅見 泰司 

 

理事    太田 守重 

 

理事    小口 高 

 

理事    厳 網林 

 

理事    柴崎 亮介 

 

理事    関根 智子 

 

理事    寺木 彰浩 

 

理事    矢野 桂司 

 

監事    大佛 俊泰 

 

以上の決議を明確にするため、理事厳網林が本議事録を作成し、議長及び出席理

事全員が記名押印する。 

 

平成 25 年 7 月 28 日 

一般社団法人地理情報システム学会 

 

 

議長理事    浅見 泰司 

 

出席理事    太田 守重 

 

出席理事    小口 高 



出席理事    厳 網林 

 

出席理事    柴崎 亮介 

 

出席理事    関根 智子 

 

出席理事    寺木 彰浩 

 

出席理事    矢野 桂司 

 

出席監事    大佛 俊泰 

 


